
 

 

田代中学校２年生の前期の道徳の取り組みを紹介します。昨年度同様に道徳の授業は担任だけではな

く、２年生担当全員で毎週行っています。生徒が印象深かった授業として挙げたものの中から、「名乗り

出なかった友」、「リスペクト アザース」、「話してくれてありがとう」の感想を紹介します。 

 教材名 主題名 

１ 自分の弱さと戦え 自分の弱さの克服 

２ おばちゃんのくれた“おまじない” 働くということ 

３ 挨拶は言葉のスキンシップ 心を形に 

４ 最後のパートナー 支え合う生命 

５ 五月の風 ―カナ―／―ミカ― 自分を信じて／本当の友達 

６ リスペクト アザース 個性を尊重する社会 

７ 名乗り出なかった友 さりげない優しさ 

８ 戦争を取材する 真実を追い求める 

９ 海と空 ―樫野の人々― 国際社会の一員 

10 美しい鳥取砂丘 規則の役割 

11 和樹の夏祭り 地域の伝統の大切さ 

12 きいちゃん 家族のきずな 

13 話してくれてありがとう 差別や偏見のない社会の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 道徳通信 
２０２１/１０/１５ 

２年 道徳担当 

【教材名】名乗り出なかった友（名乗り出なかった友） 

【ねらい】相手の立場を尊重したさりげない親切やいたわりの行動が多様な感謝を生むことを理解

し、潤いのある暖かな人間関係を築こうとする態度を養う。 

【あらすじ】困っているお年寄りを助けた友達とは違い、何もできなかった「僕」は、さりげなく優

しさを行動に移す大切さについて考えていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教材名】話してくれてありがとう（差別や偏見のない社会の実現） 

【ねらい】人間がもっている差別心や間違った考え方について振り返り、これから人とどう関わって 

いくべきかを考えさせるとともに、差別は絶対に許されないという意識を育む。 

【あらすじ】差別を受けていた地域出身だったことで、結婚が破談になった母や姉。出身を人に言う 

必要は無いと母に言われた筆者は、交際して 2年の彼にカミングアウトすることを決意する。 

【教材名】リスペクト・アザース（個性を尊重する社会） 

【ねらい】他者の個性と人権を尊重する大切さに気づき、差別や偏見のない社会の実現に努めようと 

する実践意欲を育む。 

【あらすじ】アメリカのサンディエゴ生まれの「僕」が、幼い頃から教えられた「リスペクト アザ 

ース」の意味について考える。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


